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9.  研究実績の概要 

下欄には、当該年度に実施した研究の成果について、その具体的内容、意義、重要性等を、交付申請書に記載した 

「研究の目的」、「研究実施計画」に照らし、600字～800字で、できるだけ分かりやすく記述すること。また、国立 

情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等は記載しないこと。 

植物が光合成で用いているCO2固定酵素ルビスコは、02をC02と誤認識するため触媒効率が低く、葉の

CO2固定速度を律速している。このため、ルビスコ高機能化が達成できれば、植物光合成能を増大さ

せることが可能である。そこで、ルビスコ高機能化部位の同定(１)と同定した部位の植物ルビスコへ

の導入効果解析(２)を進めた。（１）好熱性の光合成生物が持つルビスコが高いCO2親和性を示す傾

向があることを見出し、地球上で最も高温で生育可能な好熱性シアノバクテリアのルビスコが常温性

シアノバクテリアのルビスコよりも約3倍のCO2親和性を示すことを明らかにした。好熱性と常温性シ

アノバクテリアのルビスコが高い配列相同性を持つことから、これらの比較解析により高CO2親和性

を発揮させている残基候補を同定した。また、アーキアのルビスコ祖先タンパク質の解析から、この

酵素がルビスコとしての触媒能を持ち、光合成CO2固定回路の原型と考えられる新規のCO2固定経路で

機能している可能性を明らかにし、ルビスコの進化的な高機能化研究の好材料を得た。（２）シアノ

バクテリアルビスコのCO2親和性を1.5倍に高める、地球上で最も高いCO2親和性を示す紅藻ルビスコ高

機能性残基をルビスコに導入した葉緑体形質転換タバコの解析を進めた。高機能化残基導入タバコは

コントロールと比較して、葉が大きくなる傾向が観察された。このとき、導入タバコはコントロール

と比較して、昨年度の結果と同様、ルビスコ量が低下していたが、CO2固定速度、CO2補償点にはほと

んど違いが見られなかった。ルビスコ高機能化効果を最適に発揮させるためには、ルビスコ量の補完

制御が必要であると考え、ルビスコ量的制御に関わる遺伝子の単離を目指した。昨年度までに単離し

ていたルビスコ量が低下したシロイヌナズナ変異株の解析から、さらに２つの新規なルビスコ量的制

御遺伝子を同定した。 
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11．現在までの達成度 
 下欄には、交付申請書に記載した「研究の目的」の達成度について、以下の区分により自己点検による評価を行い、 
その理由を簡潔に記述すること。また、国立情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等は記載しないこと。 

＜区分＞①当初の計画以上に進展している。 ②おおむね順調に進展している。 ③やや遅れている。 ④遅れている。 
（区分） 
（理由） 
 
 

 
12．今後の研究の推進方策 
 本研究課題の今後の推進方策について簡潔に記述すること。研究計画の変更あるいは研究を遂行する上での問題点 

があれば、その対応策なども記述すること。また、国立情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等は記載し 
ないこと。 
 
 
 
 
 

 
13.研究発表（平成２３年度の研究成果） 
 
※ 「13．研究発表」欄及び「14．研究成果による産業財産権の出願・取得状況」欄において記入欄が不足する 
   場合には、適宜記入欄を挿入し、それによりページ数が増加した場合は、左端を糊付けすること。 
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